
プログラミング演習① アルゴリズムからプログラムへ（ユークリッドの互除法＋ＶＢＡ） 

VBAとは 

 VBAは、Visual Basic for Applications の略で，Microsoft社の Office製品（Excel や Wordなど）に搭載さ

れているプログラミング言語である。本書では,Excel2016 上で VBA によるプログラミングを行うことを前提と

している（Excel2013・2019でもほぼ同様の操作手順である）。なお、学習した内容はソフトウェア独自の処理を

除いて Wordや Accessなどほかの Office製品でも活用することができる。 

 

■VBAを利用するには 

➀[ファイル]をクリック後、表示された項目から[オプション]をクリックする。 

➁リボンのユーザー設定の[開発]の前にあるチェックボックスをクリックしてチェックする 

   

練習１ 奇数、偶数を判定する 

➀B1セルに「は」と入力 

➁開発タブ－挿入－ボタンをクリックし、C3セル付近にボタンを配置する 

  

➂新規作成ボタンを押すと,Visual Basic Editorが表示される 



  

➃下記のコード（プログラム）を入力する 

  

➄ボタンを右クリックし、「テキストの編集」で「ボタン１」の文字を「実行」に変える 

⑥A1セルに数字を入れて、実行ボタンを押すと、C3に「奇数」または「偶数」の文字が表示される 

  

実行結果 https://youtu.be/7lGgBFRj-kQ 

⑦ファイルの種類を「Excelマクロ有効ブック」にして、練習１という名前で保存する。 

 

 

練習２ 大きな 2つの数の最大公約数を求める 

（参考）【標準】ユークリッドの互除法の原理 

（https://math.nakaken88.com/textbook/standard-euclidean-algorithm/ ） 

人類史上初のアルゴリズム（ユークリッドの互除法）からプログラムへ 

自然数 a,bに対し、 a を b で割ったときの商を q 、余りを r (≠0)r (≠0) とする。 

このとき、「a と b の最大公約数」は、「 b と r の最大公約数」に等しい。 

例   １２と１８の最大公約数  ↓ aとｂの最大公約数は、ｂとｒの最大公約数と一致する 

   １８÷１２＝１…６  ←１８と１２の最大公約数は、１２と６の最大公約数と一致する 

   １２÷６＝２ 割り切れた g.c.mは６ 

 

問１  456456と 123123の最大公約数を求めよ 

https://youtu.be/7lGgBFRj-kQ
https://math.nakaken88.com/textbook/standard-euclidean-algorithm/


                           【解答】 

    456456 ÷123123 ＝3・・・87087 

123123 ÷ 87087 ＝1・・・36036 

87087 ÷ 36036 ＝2・・・15015 

36036 ÷ 15015 ＝2・・・ 6006 

15015 ÷  6006 ＝3・・・ 3003 

6006 ÷  3003 ＝2・・・ 0 

g.c.mは 3003 

 

問２ ＶＢＡでプログラムを組んで、問１を解け。ファイル名：prg1.xlsm 

➀B1セルに「と」D1セルに「の最大公約数は」と入力する 

➁練習１の要領で E3セル付近に「実行」ボタンを作り、新規作成をクリックし、下記のプログラムを入力して、 

A1セルと C1セルに入力した数値の最大公約数を E1セルに表示させる 

    

実行結果 https://youtu.be/aqq6Trl7hYQ 

 

＜プログラムの解説＞ 

 

 

 

 

問３ 別のシートに Excel関数を使った数式を入力して、問１を解け 

ヒント：E2セルの数式は INT関数，G2セルの数式は MOD関数を用いる 

  

https://youtu.be/aqq6Trl7hYQ


【解答例】 

 g.c.mは 3003 

 


